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　本市議会は、平成28年６月定例会の会期を６月３日から６月21日までの19日間と決定しましたが、すべ
ての議案審査が終了した６月20日に閉会しました。
　この定例会では、議長・副議長の選挙を行い、議長に浅川　仁氏、副議長に植村佳史氏を選出しました。
これに続き、常任委員会の委員の選任などを行いました。
　市長が提出した18議案のうち、28年度一般会計補正予
算など８議案を原案どおり可決し、工事請負契約の締結
など６議案と人事案件３件に同意し、市長専決処分の報
告など18件の報告を受けました。
　市長提出議案のうち議案第83号町の区域等の変更につ
いては、市民環境委員会に付託し、住居表示に関する法律
に基づき公聴会を開催して審査を行いましたが、市長から
議案の撤回について申し出があり、これを承認しました。

6月定例会

議長に浅川　仁氏を選出
　 　 　 　 　 　 副 議 長 に 植 村 佳 史 氏

特別委員会での議案審査（補正予算等特別委員会）
※詳しくは７面をご覧ください
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議
　
長
　
浅
　
川
　
　
　
仁

副
議
長
　
植
　
村
　
佳
　
史

　

日
頃
よ
り
市
民
の
皆
様
に
は
、市
議
会
に
対
し
、深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
、こ
の
た
び
の
６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、歴
史
と

伝
統
あ
る
奈
良
市
議
会
の
議
長
及
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
存
在
感
を
あ
ら
た
め
て

痛
感
す
る
と
と
も
に
、公
正
か
つ
円
滑
で
、親
し
み
あ
る
議
会

と
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、本
市
は
世
界
遺
産
を
は
じ
め
多
く
の
魅
力
を
有
し
、

年
々
国
内
外
問
わ
ず
注
目
が
高
ま
る
一
方
、市
政
に
お
い
て
は

硬
直
し
た
財
政
の
健
全
化
や
、不
祥
事
か
ら
の
信
頼
回
復
、老

朽
化
し
た
施
設
の
移
転
問
題
な
ど
、喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、慎
重
な
審
議
や

活
発
な
議
論
の
積
み
重
ね
に
よ
り
行
政
へ
の
監
視
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
、政
策
が
本
当
に
市
民
の
皆
様
の
た
め
と
な
る
よ

う
、時
に
は
転
換
を
求
め
る
こ
と
も
厭
わ
ず
、し
っ
か
り
と
議
会

の
本
分
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、議
会
を
構
成
す
る
議
員
の
一
人
ひ
と
り
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
研
鑽
を
積
み
、一
層
の
資
質
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
多
様
な
ご
意
見
を
生
か
し

な
が
ら
、そ
の
負
託
を
何
よ
り
も
重
く
捉
え
た
議
会
活
動
に
邁

進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、何
卒
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 就

任
の
あ
い
さ
つ

新 し い 議 会 の 構 成

総

務

委

員

会

北
きた

　 良
よし

晃
あき

（自由民主党市議会議員団）

委
員
長

伊
い

藤
とう

　 剛
つよし

（公明党市議会議員団）

内
ない

藤
とう

智
さと

司
し

議 会 運 営 委 員
（ 改 革 新 政 会 ）

副
委
員
長

山
やま

口
ぐち

裕
ひろ

司
し

広 報 広 聴 委 員
（日本共産党市会議員団）

道
みち

端
ばた

孝
こう

治
じ

議 会 運 営 委 員
（ 奈 良 未 来 の 会 ）

森
もり

田
た

一
かず

成
なり

議 会 運 営 委 員 長
（ 奈 良 未 来 の 会 ）

太
おお

田
た

晃
こう

司
じ

議 会 運 営 委 員
広 報 広 聴 副 委 員 長

（自由民主党市議会議員団）

観
光
文
教
委
員
会

横
よこ

井
い

雄
ゆう

一
いち

議 会 運 営 委 員
（ 改 革 新 政 会 ）

委
員
長

北
きた

村
むら

拓
たく

哉
や

（日本共産党市会議員団幹事長）

小
お

川
がわ

正
まさ

一
かず

（日本共産党市会議員団）

副
委
員
長

上
うえ

原
はら

　 雋
しゅん

（ 無 所 属 ）

山
やま

本
もと

憲
かず

宥
ひろ

議 会 運 営 委 員
（自由民主党市議会議員団）

高
たか

杉
すぎ

美
み

根
ね

子
こ

議 会 運 営 委 員
（公明党市議会議員団）

東
ひがし

久
く

保
ぼ

耕
こう

也
や

広 報 広 聴 委 員
（自由民主党市議会議員団）

中
なか

西
にし

𠮷
よし

日
ひ

出
で

（奈良未来の会幹事長）
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厚
生
消
防
委
員
会

宮
みや

池
いけ

　 明
あきら

広 報 広 聴 委 員
（公明党市議会議員団）

委
員
長

九
く

里
り

雄
ゆう

二
じ

（公明党市議会議員団）

白
しら

川
かわ

健
けん

太
た

郎
ろう

（日本共産党市会議員団）

副
委
員
長

酒
さか

井
い

孝
たか

江
え

広 報 広 聴 委 員
（ 無 所 属 ）

松
まつ

下
した

幸
こう

治
じ

広 報 広 聴 委 員
（ 奈 良 未 来 の 会 ）

階
しな

戸
と

幸
こう

一
いち

（ 改 革 新 政 会 ）

八
や

尾
お

俊
とし

宏
ひろ

議 会 運 営 副 委 員 長
（自由民主党市議会議員団）

松
まつ

田
だ

末
すえ

作
さく

（自由民主党市議会議員団）

建
設
企
業
委
員
会

松
まつ

石
いし

聖
せい

一
いち

（ 無 所 属 ）

委
員
長

浅
あさ

川
かわ

　 仁
ひとし

議　　　　長
（ 奈 良 未 来 の 会 ）

藤
ふじ

田
た

幸
さち

代
よ

議 会 運 営 委 員
（公明党市議会議員団）

副
委
員
長

土
つち

田
だ

敏
とし

朗
お

（自由民主党市議会議員団幹事長）

今
いま

西
にし

正
まさ

延
のぶ

広 報 広 聴 委 員
（ 奈 良 未 来 の 会 ）

松
まつ

岡
おか

克
かつ

彦
ひこ

議 会 運 営 委 員
（日本共産党市会議員団）

山
やま

口
ぐち

　 誠
まこと

広 報 広 聴 委 員 長
（改革新政会幹事長）

市
民
環
境
委
員
会

山
やま

本
もと

直
なお

子
こ

広 報 広 聴 委 員
（日本共産党市会議員団）

委
員
長

三
み

浦
うら

敎
のり

次
つぐ

（ 奈 良 未 来 の 会 ）

柿
かき

本
もと

元
げん

気
き

（ 無 所 属 ）

副
委
員
長

植
うえ

村
むら

佳
よし

史
ふみ

副　  議 　 長
（自由民主党市議会議員団）

鍵
かぎ

田
た

美
み

智
ち

子
こ

議 会 運 営 委 員
（ 奈 良 未 来 の 会 ）

森
もり

岡
おか

弘
ひろ

之
ゆき

広 報 広 聴 委 員
（公明党市議会議員団幹事長）

松
まつ

村
むら

和
かず

夫
お

（ 改 革 新 政 会 ）

井
いの

上
うえ

昌
まさ

弘
ひろ

議 会 運 営 委 員
（日本共産党市会議員団）
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問　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
平

成
31
年
10
月
ま
で
延
期
さ
れ
る
等
、

今
後
の
財
政
運
営
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
く
な
る
が
、29
年
度
の

予
算
編
成
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　
消
費
税
率
引
き
上
げ
延
期

等
税
収
見
通
し
が
不
透
明
な
中
、

財
源
確
保
は
非
常
に
厳
し
く
、対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、子
育
て
支
援
等
、政
府

の
方
針
は
市
に
お
い
て
も
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
り
、こ
れ
ら
に
も

取
り
組
み
た
い
。

　

今
後
は
、限
ら
れ
た
財
源
で
効

果
的
な
事
業
実
施
を
す
る
と
と
も

に
、地
方
創
生
に
関
連
す
る
取
り

組
み
等
を
通
じ
、観
光
消
費
額
の

増
大
や
定
住
人
口
、交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
、生
ま
れ
た
収
入

増
を
重
点
施
策
の
展
開
に
つ
な
ぐ

好
循
環
を
目
指
し
た
い
。

　
問　
３
月
定
例
会
で
は
、一
般
会

計
予
算
案
の
審
議
に
お
い
て
、新

斎
苑
整
備
事
業
を
含
む
不
要
不
急

の
事
業
費
を
削
減
す
る
修
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
が
、市
長

が
再
議
に
付
し
た
た
め
、改
め
て

３
分
の
２
の
多
数
の
賛
成
で
修
正

案
を
確
定
し
た
。
市
長
は
こ
の
議

決
を
ど
う
受
け
止
め
、市
政
運
営

を
進
め
る
つ
も
り
か
。

市
長　
新
斎
苑
事
業
の
推
進
に
当

た
り
、自
然
災
害
に
対
す
る
住
民

の
不
安
が
拭
い
去
れ
ず
、地
元
の

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
時
点
で

新
た
な
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。
議
会
か
ら
の
指
摘
、意
見
は

私
と
し
て
も
重
要
な
も
の
と
重
く

受
け
止
め
、議
員
の
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
熊
本
地
震
で
は
、避
難
所
の

数
や
、避
難
生
活
の
改
善
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
た
。
市
の
公
共
施

設
と
避
難
所
の
耐
震
化
は
完
了
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、避
難
者
の

収
容
に
必
要
な
施
設
数
か
。

市
長　
市
の
公
共
施
設
数
は
平
成

27
年
11
月
現
在
で
７
３
２
あ
り
、

こ
の
う
ち
、耐
震
化
さ
れ
て
い
る

施
設
は
４
９
０
あ
る
。
ま
た
、28

年
４
月
１
日
現
在
、一
次
避
難
所

で
市
所
有
の
建
物
は
、１
１
１
あ

り
、こ
れ
ら
の
耐
震
化
率
は
、27

年
４
月
１
日
現
在
、99
・
１
％
で

あ
る
。
避
難
所
の
収
容
人
員
は
、

一
次
避
難
所
で
３
４
，９
２
０
名
、

二
次
避
難
所
を
合
わ
せ
た
合
計
で

７
３
，
９
５
５
名
で
あ
る
。

　

避
難
所
の
収
容
能
力
は
充
分
で

な
い
が
避
難
所
が
機
能
を
最
大
限

発
揮
出
来
る
体
制
を
平
素
か
ら
整

え
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問　
中
学
校
給
食
は
全
22
校
中
、

17
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、今

定
例
会
で
残
り
５
校
に
給
食
室
を

建
設
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
工
程
及
び
給
食
の
提
供

開
始
時
期
は
。

市
長　

建
設
工
事
は
若
草
中
学

校
・
平
城
東
中
学
校
が
12
月
28
日
、

給
食
室
建
設
以
外
の
付
帯
工
事
を

含
む
三
笠
中
学
校
・
登
美
ヶ
丘
中

学
校
が
平
成
29
年
１
月
31
日
、都

南
中
学
校
が
３
月
24
日
に
竣
工
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

給
食
の
提
供
開
始
ま
で
に
、保

健
所
の
立
入
検
査
や
調
理
用
具
の

搬
入
、委
託
業
者
の
事
前
準
備
等

が
必
要
と
な
る
が
、都
南
中
学
校

を
除
く
４
校
に
つ
い
て
は
、３
学

期
中
の
可
能
な
限
り
早
い
時
期
に

提
供
を
開
始
し
た
い
。

問　
大
和
中
央
道
の
整
備
に
つ
い

て
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
認
承
減
に
よ
り
、進
行
に
影
響

が
出
て
い
る
が
、必
要
な
幹
線
道

路
は
つ
な
げ
な
い
と
意
味
が
な
い
。

若
葉
台
工
区
の
今
後
の
考
え
方
は
。

市
長　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
減
少
も
大
き
な
要
因
だ
が
、

市
の
財
政
状
況
や
課
題
等
を
総
合

的
に
考
え
る
と
、膨
大
な
事
業
費

を
要
す
る
若
葉
台
工
区
の
事
業
着

手
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

そこが知りたい

質疑・一般質問
Q.Q.

Q.Q.
Q.Q.

A.A.

A.A.
A.A.

　
６
月
８
日
・
９
日
・
10
日

の
本
会
議
で
は
、17
人
の
議

員（
う
ち
代
表
質
問
５
人
）

が
質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
以
下
は
、質
問
と
答
弁
の

要
旨
で
す
。　
　
（
発
言
順
）

代 

表 

質 

問

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
延
期

重
点
施
策
に
影
響
は

自
由
民
主
党
　
八
尾
　
俊
宏

３
分
の
２
の
多
数
議
決

重
み
を
ど
う
受
け
止
め
る
か

奈
良
未
来
の
会
　
鍵
田
美
智
子

公
共
施
設
と
避
難
所
の

耐
震
化
と
収
容
能
力
は

日
本
共
産
党
　
山
本
　
直
子

中
学
校
給
食
室
建
設
工
事
と

給
食
開
始
の
見
通
し
は

公
明
党
　
高
杉
美
根
子

大
和
中
央
道
の
整
備

若
葉
台
工
区
の
考
え
方
は

改
革
新
政
会
　
山
口
　
　
誠 給食室が建設される三笠中学校
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一
方
、大
和
中
央
道
は
県
の
都
市

計
画
決
定
路
線
で
あ
る
の
で
、県

市
の
連
携
包
括
協
定
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
る
な
ど
事
業
手
法
や

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
方
法
な
ど
を
検

討
し
、県
と
協
議
す
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　
住
民
の
説
明
会
で
使
用
し
た

資
料
に
つ
い
て
、議
員
用
の
資
料

と
表
紙
は
同
じ
だ
が
、重
要
な
点

で
中
身
が
違
う
。
議
会
で
指
摘
さ

れ
た
点
を
隠
ぺ
い
し
た
と
思
わ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
。
な
ぜ
違
う
資

料
で
説
明
し
た
か
。

市
長　
ど
こ
ま
で
専
門
的
な
資
料

を
示
す
の
が
良
い
か
考
え
た
。
ペ

ー
ジ
数
や
専
門
的
な
内
容
も
多
く
、

基
本
的
に
は
ス
ラ
イ
ド
で
解
説
し

な
が
ら
見
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す

い
と
考
え
た
。

　

一
方
で
、細
か
い
内
容
も
必
要

と
思
い
、ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
い

う
形
で
示
し
た
。
ど
こ
を
載
せ
、

ど
こ
を
載
せ
な
い
か
に
特
段
意
図

は
な
く
、必
要
に
応
じ
て
追
加
的

な
情
報
も
、求
め
ら
れ
れ
ば
提
供

す
る
と
い
う
の
が
基
本
の
姿
勢
で

あ
る
。

 

問　
新
斎
苑
建
設
に
当
た
っ
て
、

ア
ク
セ
ス
道
路
に
岩
井
川
を
渡
る

橋
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、橋
梁

の
安
全
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

向
井
副
市
長　
計
画
し
て
い
る
橋

梁
の
勾
配
は
設
計
速
度
を
時
速
30

㌔
に
す
る
こ
と
で
規
制
上
、構
造

上
の
問
題
は
無
い
。
滑
り
止
め
を

設
置
し
、通
常
の
道
路
管
理
業
務

に
よ
り
路
面
凍
結
に
対
応
出
来
、

豪
雨
時
の
道
路
排
水
は
道
路
構
造

令
等
の
基
準
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

橋
梁
進
入
路
北
側
付
近
の
地
滑
り

警
戒
区
域
で
は
、現
在
、斜
面
安

定
解
析
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
対
策
を
検
討

し
た
い
。
岩
井
川
南
側
に
築
造
す

る
橋
台
は
地
質
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
十
分
な
支
持
力
等
を
持
つ
よ

う
構
造
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　

問　
児
童
虐
待
は
年
々
増
加
し
、

深
刻
化
、複
雑
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、早
期
発
見
な
ど

適
切
な
支
援
を
す
る
た
め
の
体
制

の
確
立
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る

が
、市
長
の
考
え
は
。

市
長　
児
童
虐
待
は
発
生
予
防
か

ら
自
立
支
援
ま
で
の
一
貫
し
た
対

策
の
更
な
る
強
化
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
児
童
虐
待
の

担
当
部
署
の
体
制
強
化
に
努
め
、

担
当
者
の
増
員
、臨
床
心
理
士
や

保
健
師
等
の
専
門
職
の
配
属
な
ど

専
門
性
を
活
か
し
た
、き
め
細
や

か
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
包
括
的
・
継
続
的
に
支

援
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
、よ
り

実
務
的
な
組
織
体
制
の
充
実
に
努

め
た
い
。

問　
平
成
28
年
４
月
１
日
に
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
西
口
駅
前
広
場
に
障

が
い
者
用
乗
降
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か
。

建
設
部
長　
現
在
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
東

口
駅
前
広
場
に
障
が
い
者
の
乗
降

用
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。

　

西
口
駅
前
広
場
は
、公
共
交
通

の
利
用
が
増
加
し
た
た
め
27
年
度

に
路
線
バ
ス
の
増
便
対
応
等
を
目

的
と
し
た
広
場
の
再
整
備
を
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
利
用
可
能
な
箇

所
は
全
て
利
用
し
て
い
る
が
、障

害
者
差
別
解
消
法
の
趣
旨
か
ら
西

口
広
場
に
も
障
が
い
者
用
乗
降
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議

し
、現
地
調
査
の
上
、設
置
が
可

能
か
検
討
し
た
い
。

問　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、空
家

等
対
策
計
画
が
始
動
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、奈
良
町
で
は
町
家
に

住
み
た
い
、店
を
出
し
た
い
と
の

需
要
は
あ
る
の
に
借
り
る
の
が
困

難
な
現
状
が
あ
る
。
町
家
バ
ン
ク

の
仲
介
で
は
な
く
、管
理
団
体
の

機
能
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
は
町
家
を
利
活
用
し

た
い
方
の
人
数
が
、町
家
バ
ン
ク

登
録
物
件
数
よ
り
多
い
た
め
、流

通
市
場
に
出
て
い
な
い
町
家
物
件

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
大
変
重
要

と
思
っ
て
い
る
。
町
家
を
店
舗
等

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、奈
良

町
に
一
層
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
、町
家
バ
ン
ク
の
登
録
に

取
り
組
ん
で
い
る
。将
来
的
に
は
、

様
々
な
事
例
を
研
究
し
た
い
。

問　
岩
井
川
ダ
ム
工
事
誌
に
あ
る

よ
う
に
計
画
地
の
直
下
、あ
る
い

は
近
傍
に
断
層
が
推
定
さ
れ
て
い

る
が
、市
の
地
質
調
査
レ
ポ
ー
ト

に
記
載
が
な
い
。
事
前
の
精
査
が

必
要
と
考
え
る
が
追
加
調
査
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　
岩
井
川
断
層
は
、以
前
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、そ
の
後
の

調
査
で
存
在
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、な
い
も
の
と
言
わ
れ
て

い
る
。
今
回
の
現
地
調
査
で
は
計

画
地
に
そ
の
露
頭
が
確
認
出
来
な

か
っ
た
の
で
、安
全
性
の
一
つ
の

証
左
と
し
て
い
る
。

　

異
な
る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
は

真
摯
に
受
け
止
め
、必
要
な
追
加

的
対
応
を
し
た
上
で
、様
々
な
分

析
や
学
説
を
踏
ま
え
、最
終
的
に

個 

人 

質 
問

資
料
の
隠
ぺ
い
か

新
斎
苑
の
住
民
用
資
料

自
由
民
主
党
　
植
村
　
佳
史

新
斎
苑
の
ア
ク
セ
ス
道

橋
梁
の
安
全
性
は

日
本
共
産
党
　
井
上
　
昌
弘

増
加
す
る
児
童
虐
待

適
切
な
支
援
の
た
め
の
体
制
を

公
明
党
　
藤
田
　
幸
代

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
西
口
駅
前
広
場
に

身
体
障
が
い
者
の
乗
降
場
所
を

改
革
新
政
会
　
横
井
　
雄
一

空
家
に
な
っ
て
い
る
町
家

行
政
が
管
理
し
て
活
用
し
て
は

無
所
属
　
酒
井
　
孝
江

新
斎
苑
計
画
地
周
辺

岩
井
川
断
層
の
追
加
調
査
は

日
本
共
産
党
　
北
村
　
拓
哉

障がい者用乗降場所が検討される駅前広場
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危
険
度
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
理

解
し
て
ほ
し
い
。

問　
公
的
施
設
の
福
祉
避
難
所
の

受
け
入
れ
可
能
人
数
は
合
計
２
，

３
０
８
人
と
把
握
出
来
て
い
る
が
、

協
定
を
締
結
し
て
い
る
民
間
施
設

は
把
握
出
来
て
い
な
い
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、福
祉
避
難

所
の
機
能
が
ス
タ
ッ
フ
不
足
な
ど

の
理
由
に
よ
り
充
分
発
揮
さ
れ
な

い
こ
と
も
想
定
出
来
、福
祉
避
難

所
と
し
て
協
定
締
結
し
た
施
設
に

お
け
る
生
活
相
談
員
の
配
置
状
況

も
出
来
る
だ
け
現
状
を
つ
か
ん
で

お
く
べ
き
と
考
え
る
が
、行
政
で

把
握
す
る
考
え
は
な
い
か
。

危
機
管
理
監　
民
間
施
設
の
受
け

入
れ
可
能
人
員
の
把
握
に
つ
い
て

は
、平
時
か
ら
民
間
施
設
へ
の
入

所
者
等
の
状
況
を
情
報
収
集
し
、

受
け
入
れ
可
能
人
員
の
概
数
把
握

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
３
月
議
会
で
新
斎
苑
建
設
に

向
け
て
の
予
算
案
が
否
決
さ
れ
た

が
新
火
葬
場
は
速
や
か
に
建
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

今
後
、新
斎
苑
建
設
を
進
め
て

い
く
に
当
た
り
、ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
最
も
重
要
な
こ

と
は
地
元
周
辺
住
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、合
併
特
例
債
を
活
用
し

平
成
32
年
度
末
に
事
業
を
完
了
す

る
に
は
28
年
度
中
に
都
市
計
画
決

定
及
び
橋
梁
等
の
予
備
設
計
の
着

手
が
必
要
と
考
え
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、地
元
及
び

周
辺
住
民
の
理
解
と
協
力
を
欠
か

す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、現
在

実
施
し
て
い
る
地
元
説
明
会
な
ど

は
今
後
も
継
続
し
て
行
い
た
い
。

問　
市
長
は
科
学
的
な
説
明
と
言

う
が
、そ
の
次
元
を
超
え
て
お
り
、

そ
れ
で
は
住
民
に
生
ま
れ
た
不

信
、不
安
は
解
消
出
来
な
い
。
発

想
を
転
換
し
、こ
の
場
所
は
新
斎

苑
を
諦
め
て
は
ど
う
か
。

　

そ
し
て
、防
災
公
園
と
し
て
取

り
組
む
ぐ
ら
い
の
腹
を
持
っ
て
す

れ
ば
、後
で
様
々
な
も
の
も
つ
い

て
く
る
か
と
思
う
が
、市
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

市
長　
防
災
公
園
を
先
に
造
り
、

そ
の
後
に
火
葬
場
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、個
人
的
に
は
だ
ま
し
討

ち
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
、市

が
火
葬
場
計
画
を
進
め
る
こ
と
に

関
し
て
は
、ま
ず
そ
れ
を
説
明
し
、

理
解
を
得
た
上
で
進
め
て
い
き
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
地
元
の
要
望
な

ど
、話
が
あ
れ
ば
聞
く
こ
と
か
と

考
え
る
。

問　
市
が
進
め
る
幼
保
再
編
は
分

園
方
式
や
民
営
化
も
視
野
に
計
画

を
進
め
て
い
る
。

　

六
条
幼
稚
園
と
京
西
保
育
園
は
、

市
の
休
園
、廃
園
の
基
準
に
該
当

せ
ず
、と
も
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

分
園
し
て
ま
で
再
編
す
る
の
は
行

き
過
ぎ
で
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　
幼
稚
園
の
園

児
数
が
減
少
し
続
け
る
一
方
、保

育
所
の
待
機
児
童
は
解
消
出
来
ず
、

再
編
と
併
せ
て
こ
ど
も
園
を
設
置

し
、保
護
者
の
就
労
等
に
関
係
な

く
適
切
な
規
模
で
教
育
・
保
育
出

来
る
環
境
を
整
備
し
た
い
。　

　

六
条
幼
稚
園
は
過
小
規
模
で
な

い
が
、分
園
方
式
に
よ
り
、工
事

期
間
中
の
入
園
児
の
負
担
軽
減
や
、

既
存
施
設
の
活
用
に
よ
る
各
年
齢

児
に
応
じ
た
教
育
・
保
育
の
実
現

が
可
能
と
な
る
。

　

今
後
も
保
護
者
等
の
意
見
を
聞

き
、慎
重
に
進
め
た
い
。

問　
最
近
、保
育
現
場
に
お
け
る

特
別
な
支
援
を
要
す
る
園
児
が
増

加
し
、保
育
需
要
に
保
育
士
の
体

制
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　

特
別
な
支
援
を
要
す
る
園
児
の

状
況
と
市
の
対
応
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　
特
別
な
支
援

を
要
す
る
園
児
を
調
査
し
た
結
果
、

保
育
所
で
は
平
成
26
年
度
１
５
７

名
、27
年
度
２
３
６
名
と
一
年
間

で
79
名
増
加
し
た
。

　

そ
の
対
応
と
し
て
市
の
配
置
基

準
に
よ
り
、各
園
に
必
要
な
特
別

支
援
教
育
保
育
教
育
士
を
配
置

し
、市
内
全
園
を
対
象
に
特
別
支

援
者
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
各
園
に
派
遣
し
、相
談
業
務

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、28
年
度

か
ら
は
訪
問
対
象
を
広
げ
、よ
り

多
く
の
園
児
へ
の
対
応
を
進
め
た

い
。

問　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
、福
祉
医
療
都
市
協
議
会

で
の
現
物
給
付
化
に
向
け
た
県
下

12
市
の
意
向
と
現
物
給
付
に
対
す

る
平
成
29
年
度
の
県
へ
の
予
算
要

望
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　
国
が
現
物
給

付
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
の
減
額

調
整
措
置
廃
止
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、協
議
会
で
は
、国
の

具
体
的
な
方
向
性
を
待
っ
て
県
へ

の
要
望
を
協
議
す
る
と
い
う
意
見

が
大
半
で
あ
っ
た
。

　

国
が
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
を

決
定
し
た
場
合
は
、自
動
償
還
払

い
方
式
か
ら
現
物
給
付
方
式
へ
の

見
直
し
と
、制
度
変
更
に
伴
う
財

政
支
援
を
合
わ
せ
て
県
に
要
望
し

た
い
。

民
間
施
設
の
福
祉
避
難
所

受
け
入
れ
可
能
人
数
の
把
握
を

公
明
党
　
森
岡
　
弘
之

新
斎
苑
建
設
に
向
け
た

課
題
と
今
後
の
進
め
方
は

改
革
新
政
会
　
松
村
　
和
夫

住
民
の
不
信
・
不
安
解
消
へ

新
斎
苑
候
補
地
の
別
活
用
を

無
所
属
　
松
石
　
聖
一

六
条
幼
稚
園
と
京
西
保
育
園

な
ぜ
分
園
方
式
で
の
再
編
か

日
本
共
産
党
　
白
川
健
太
郎

保
育
現
場
の
実
情

し
っ
か
り
見
据
え
た
対
応
を

公
明
党
　
九
里
　
雄
二

子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
変
更
と
財
政
支
援
を

日
本
共
産
党
　
山
口
　
裕
司

六条幼稚園（左）と京西保育園（右）
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委
員
長　
　

松　

岡　

克　

彦

副
委
員
長　
　

宮　

池　
　
　

明

委　
　

員　
　

松　

下　

幸　

治

　
　
　
　
　
　

山　

本　

憲　

宥

　
　
　
　
　
　

伊　

藤　
　
　

剛

　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

誠

　
　
　
　
　
　

小　

川　

正　

一

　
　
　
　
　
　

三　

浦　

敎　

次

　
　
　
　
　
　

植　

村　

佳　

史

　
　
　
　
　
　

上　

原　
　
　

雋

　

こ
の
定
例
会
で
は
、10
人
の
委

員
で
構
成
す
る
補
正
予
算
等
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
審
査
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
補
正
予
算

等
特
別
委
員
会
は
、６
月
10
日
に

正
副
委
員
長
の
互
選
、14
日
に
質

疑
を
行
い
、委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
13
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。
14
日
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
す
べ
き
も
の
ま
た
は
原
案
に
同

意
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
で
す
。

⃝
本
庁
舎
耐
震
化
整
備
検
討
委
員

会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⃝
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
に

よ
る
東
部
地
域
へ
の
支
援

⃝
本
庁
舎
耐
震
化
に
関
す
る
市
長

発
言
の
差
異

⃝
本
庁
舎
建
て
替
え
費
用
の
根
拠

⃝
本
庁
舎
耐
震
化
整
備
検
討
委
員

会
の
取
り
組
み
予
定
と
推
進
体

制
⃝
国
際
観
光
振
興
経
費
の
事
業
効

果
⃝
空
き
家
対
策
計
画
に
あ
る
体
験

滞
在
者
向
け
施
設
、居
住
体
験

空
き
家
等
の
活
用

⃝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策

⃝
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
対
策
の
補
正
予
算
計
上
理
由

⃝
市
外
部
か
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
と
対

応
⃝
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
の
概
要
と
手
作

業
等
に
よ
る
情
報
提
供
・
照
会

件
数

⃝
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
対
応

シ
ス
テ
ム
改
修
の
財
源

⃝
建
設
費
が
高
騰
し
て
い
る
理
由

⃝
建
設
工
事
期
間
中
の
安
全
対
策

　

６
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
第
83
号
町
の
区
域
等
の
変
更
に

つ
い
て
を
審
査
す
る
た
め
公
聴
会

を
開
催
し
、６
人
の
公
述
人
か
ら

意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

請
願
第
14
号
猿
沢
線
事
業
に
関

す
る
請
願
書
の
採
択
後
の
経
過
を

説
明
す
る
た
め
６
月
16
日
に
な
ら

ま
ち
セ
ン
タ
ー
で
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　

平
成
27
年
６
月
定
例
会
で
提
出

さ
れ
、厚
生
消
防
委
員
会
に
付
託

し
て
い
た「
市
立
鶴
舞
幼
稚
園
の

民
営
化
計
画
に
関
す
る
請
願
書
」

の
取
り
下
げ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、今
定
例
会
で
提
出
さ
れ

た
請
願
書
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
奈
良
市
ご
み
焼
却
場（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）の
中
ノ
川
町
東

鳴
川
町
地
区
へ
の
移
転
計
画
の

見
直
し
を
求
め
る
請
願
書

　

請
願
者
＝

　　
　
　
　
　
　

横
田　

利
孝
氏
他

９
人

（
市
民
環
境
委
員
会
に
付
託
）

▽
横
井
町
山
林
へ
の
新
斎
苑
建
設

に
反
対
す
る
請
願
書

　

請
願
者
＝

　　

古
市
町
自
治
連
合
体

　
　
　
　
　
　

中
尾　
　

昇
氏

　
（
市
民
環
境
委
員
会
に
付
託
）

　

５
月
31
日
、東
京
で
開
催
さ
れ

た
第
92
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、次
の
６
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

土
田　

敏
朗
議
員

　
　
　
　
　

松
村　

和
夫
議
員

　
　
　
　
　

山
口　

裕
司
議
員

　
　
　
　
　

森
田　

一
成
議
員

　
　
　
　
　

北　
　

良
晃
議
員

　
　
　
　
　

植
村　

佳
史
議
員

議
会
の
情
報

補
正
予
算
等
特
別
委
員
会

こ
こ
で
は
、質
疑
の
あ
っ
た
項
目

の
み
記
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
録
画
中
継

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
民
環
境
委
員
会

建
設
企
業
委
員
会

請　
願

６
人
に
表
彰
状

（
全
国
市
議
会
議
長
会
）

議
案
第
70
号 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
76
号
〜
第
80
号 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

議
員
20
年
以
上
特
別
表
彰

　

正
副
議
長
４
年
以
上
表
彰

　

議
員
10
年
以
上
表
彰



印刷：株式会社　明新社植物油インキで印刷しています。　再生紙を使用しています。

議案等の議決結果とその賛否 ○：賛成　×：反対　ー：欠席

件　　　名

議　
決　
結　
果

会派名（一部略称） 無所属
奈
良
未
来
の
会

自
由
民
主
党

日
本
共
産
党

公

明

党

改
革
新
政
会

柿
本　

元
気

酒
井　

孝
江

上
原　
　

雋

松
石　

聖
一

　◆議　　案
予
算

平成28年度一般会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成28年度介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 全会一致

条　
例

附属機関設置条例の一部改正 可決 全会一致
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例
及び消防団員等公務災害補償条例の一部改正 可決 全会一致

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正 可決 全会一致

指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等
に関する条例の一部改正 可決 全会一致

そ
の
他

工事請負契約の締結（都南中学校給食室新築その他工事） 同意 全会一致
　　　　 〃　　    （三笠中学校給食室新築その他工事） 同意 全会一致
　　　　 〃　　    （登美ケ丘中学校給食室新築その他工事） 同意 全会一致
　　　　 〃　　    （若草中学校給食室新築工事） 同意 全会一致
　　　　 〃　　    （平城東中学校給食室新築工事） 同意 全会一致
工事請負契約の一部変更（明治小学校校舎改築その他工事1期） 同意 全会一致
市道路線の廃止（１路線） 可決 全会一致
町の区域等の変更（青野町及び菅原町の各一部→菅原東一丁目、
菅原町、宝来町、西大寺国見町二丁目及び横領町の各一部→菅原
東二丁目、菅原町の一部→菅原東三丁目、横領町及び宝来町の各
一部→西大寺国見町二丁目）

撤回
承認 全会一致

町の区域の変更（西大寺国見町一丁目の一部→西大寺南町） 可決 全会一致
人
事
案
件

監査委員の選任（東口　喜代一氏） 同意 全会一致
監査委員の選任（柿本　元気氏） 同意 全会一致
監査委員の選任（東久保　耕也氏） 同意 全会一致

　◆議会選挙

議長の選挙 浅川　仁氏当選 得票数　浅川　仁氏18票・山口　誠氏７票・
　　　　山口裕司氏７票・高杉美根子氏６票

副議長の選挙 植村佳史氏当選 得票数　植村佳史氏23票・内藤智司氏７票・
　　　　北村拓哉氏７票

山辺環境衛生組合議会議員の選挙 指名推選により、小川正一氏当選

（会派所属議員名）　　
会　派　名 議員数 所　属　議　員　名

奈 良 未 来 の 会 8 中西𠮷日出 松下　幸治 道端　孝治 今西　正延 鍵田美智子 浅川　　仁 三浦　敎次 森田　一成
自由民主党奈良市議会議員団 8 土田　敏朗 太田　晃司 八尾　俊宏 山本　憲宥 東久保耕也 北　　良晃 植村　佳史 松田　末作
日本共産党奈良市会議員団 7 北村　拓哉 山本　直子 白川健太郎 小川　正一 井上　昌弘 松岡　克彦 山口　裕司

公明党奈良市議会議員団 6 森岡　弘之 九里　雄二 藤田　幸代 宮池　　明 伊藤　　剛 高杉美根子

改 革 新 政 会 5 山口　　誠 階戸　幸一 横井　雄一 内藤　智司 松村　和夫

第３回議会報告会を開催しました
　平成28年５月20日（金）午後７時から市役所西棟３階議会大会議室において第
３回議会報告会を開催しました。70人の市民の参加があり、第１部は３月定例
会の議案審査を中心とした議会報告を行い、第２部はあらかじめ寄せられた質
問を中心に参加者と意見交換を行いました。
　報告会の録画映像や報告書は、議会ホームページからご覧になることが出来ます。


